






























































































































































































































































































































































（ 1 ） 見積もりや様々な操作活動を通して、円の面
積を既習の図形と関連付けて求めようとする。
（関心・意欲・態度）
（ 2 ） 円の半径と面積の関係や円の面積の求め方を
考えることができる。（数学的な考え方）
（ 3 ） 公式を使って円の面積や曲線図形の面積を求
めることができる。（技能）













































































































































































































































































































































































































































1 の左上と右下の白い部分の 2 つ）は公式がな
いので難しいです。




















C14 　（児童Ａ）10 × 10 ＝ 100 で、正方形の面積を
求めます。10 × 10 × 3.14 ÷ 4 ＝ 78.5 で、円の
1/4 の面積を求めます。100 － 78.5 ＝ 21.5 で、
イの部分（の面積）が分かります。アは 78.5 な

















× 10 × 3.14 ÷ 4
－ 10 × 10 ÷ 2 ＝
78.5 － 50 で、28.5
になります。これ
を 2 つ合わせれば
いいので、28.5 × 2 で 57 になります。（図 5）




























































たのはＡ君です。その式は、10 × 10 － 10 ×
10 × 3.14 ÷ 4 という式で　　の図形（の面積）
が求められます。
C22　私の困っていたことが分かりました。
    1 つ目は、Ａ君が 10 × 10 × 3.14 ÷ 4 と出し、
それが円の 1/4 になると言ったのが分かりやす
かったです。
    2 つ目は、Ｂ君の　　－　　× 2 ＝　　です。
   これは短くて覚えやすいからです。
   3 つ目は、（Ｃ君の）　　－　　＝
   　　　　　　　　　　 × 2 ＝　　です。

























































（ 1 ） 広島県安芸高田市立来原小学校教頭の荒田優
子氏が、平成 25 年 5 月に、6 年小単元「葉っ
ぱ型の面積」の実践をしている。
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